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第 21 号

   

地
域
と
共
に
…「
地
域
と
い
う
名
の
家
族
」

滋
賀
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

大
原 

和
代

滋賀県更生保護女性連盟
【発行】

会
長

春の北近江・湖北　桜の季節の「国宝・彦根城」堀端の桜

　

春
光
天
地
に
満
ち
待
ち
わ
び
た
季
節

が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
長
期
化
す
る
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
苦
慮
し
な
が
ら
も
活
動
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
、
ま
た
、
平
素
か
ら

当
連
盟
に
対
す
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
更
生
保
護
の
心
を
地
域

に
広
め
た
い
と
の
思
い
か
ら
、「
に
お

の
う
み
川
柳　

日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」

の
作
成
に
県
を
挙
げ
て
取
り
組
み
、
完

成
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
完
成

し
た
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
、
県
内

各
地
域
の
関
係
機
関
・
団
体
や
知
人
等

に
広
く
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　

配
布
後
、
多
く
の
方
々
か
ら
様
々
な

ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
更
生
保

護
の
心
や
更
生
保
護
女
性
会
の
活
動
に

対
す
る
ご
関
心
や
ご
理
解
を
わ
ず
か
な

が
ら
で
も
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

更
生
保
護
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
方

だ
け
で
な
く
、
子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
を
見
て
お
ら
れ

る
お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん
、
若
い

方
か
ら
お
年
を
召
し
た
方
の
目
に
も
触

れ
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
一
大
き
な
琵
琶
湖
の
も
と
、
美

し
い
自
然
と
共
に
、
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、

近
所
の
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で

常
に
見
守
り
、
声
を
掛
け
合
え
る
「
地

域
と
い
う
名
の
家
族
」
と
し
て
生
活
で

き
る
「
住
み
や
す
い
街
」、「
安
心
・
安

全
な
街
」
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
尽

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
引
き

続
き
皆
様
方
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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大
津
地
区

德
永
惠
美
子　
（
大
津
地
区
）

辻　
　

好
子　
（
甲
賀
地
区
）

犬
井　

郁
子　
（
近
江
八
幡
地
区
）

川
村
外
久
子　
（
大
津
地
区
）

宮
﨑
千
鶴
子　
（
草
津
地
区
）

社
納　

久
子　
（
栗
東
地
区
）

福
永　

昭
子　
（
甲
賀
地
区
）

那
須　

雅
實　
（
東
近
江
地
区
）

卯
田
美
千
代　
（
草
津
地
区
）

上
路
美
智
代　
（
守
山
地
区
）

齊
内　

芳
江　
（
野
洲
地
区
）

川
村　

和
代　
（
甲
賀
地
区
）

由
利　

教
子　
（
湖
南
地
区
）

山
中
多
美
枝　
（
東
近
江
地
区
）

清
水　

英
子　
（
長
浜
地
区
）

受彰おめでとうございます受彰おめでとうございます

法
務
大
臣
感
謝
状

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

再
犯
防
止
民
間
協
力
者

　
　
　
　

滋
賀
県
知
事
感
謝
状

敬
称
略

大
津
保
護
観
察
所
長

多
田
美
奈
子

德
永
惠
美
子

に
お
の
う
み
川
柳
に
寄
せ
ら
れ
た
想
い
を

い
つ
ま
で
も
・
・
・

法
務
大
臣
感
謝
状
を
受
彰
し
て

滋
賀
県
更
生
保
護
事
業　
　
　

　
　
　

関
係
者
顕
彰
式
典

　

滋
賀
県
の
更
生
保
護
女
性
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
き
ま
し
て
も
種
々
工
夫
さ
れ
た
子
育
て

支
援
活
動
な
ど
多
種
多
様
な
活
動
に
御
尽
力
を
賜
り
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
庁
の
執
務
室
に
２
０
２
１
年
12
月
に
完
成
し
た

「
に
お
の
う
み
川
柳
」
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
が
掲
示
さ
れ

て
お
り
、
毎
朝
「
今
日
の
川
柳
」
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
カ

レ
ン
ダ
ー
に
は
、
県
内
各
地
の
名
所
や
名
産
品
の
写
真
も
掲

載
さ
れ
、
そ
の
構
図
や
色
合
い
の
美
し
さ
か
ら
と
て
も
惹
き

つ
け
ら
れ
ま
す
。

　

に
お
の
う
み
川
柳
に
寄
せ
ら
れ
た
想
い
は
、
２
０
２
０
句
と

伺
って
い
ま
す
。
２
０
２
０
の
句
は
、
こ
れ
ま
で
皆
様
が
積
み

重
ね
て
こ
ら
れ
た
地
域
に
根
差
し
た
活
動
への
想
い
と
、「
ほっ

と
け
な
い
精
神
」
が
込
め
ら
れ
た
句
で
あ
り
、疲
れ
た
と
き
、

気
持
ち
が
し
ん
ど
い
と
き
に
、
ど
な
た
か
が
ど
こ
か
で
見
守

り
、
応
援
し
、
後
押
し
て
く
れ
る
存
在
を
感
じ
さ
せ
、
明
日

へ
と
つ
な
が
る
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

そ
の
想
い
は
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
人
た
ち
に
も
浸
透
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
き
づ
ら
さ
を
緩
和
さ
せ
、
心
豊
か
に

生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
社
会
作
り
に
つ
な
が
って
い
く
と

と
も
に
、地
域
社
会
に
更
生
保
護
の
心
を
広
め
、大
き
な
「
地

域
の
チ
カ
ラ
」
に
な
って
い
く
も
の
と
心
強
く
思
って
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
更
生
保
護
女
性
会
の
強
み
を
活
か
し
た
地
域
を

編
む
活
動
が
幅
広
く
展
開
さ
れ
ま
す
よ
う
お
力
添
え
を
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

令
和
４
年
６
月
20
日
、法
曹
会
館
に
お
い
て
、第
59
回
「
日

本
更
生
保
護
女
性
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
席
上

で
法
務
大
臣
感
謝
状
を
頂
き
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と

同
時
に
「
更
生
保
護
」
の
重
責
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ひ

と
え
に
諸
先
輩
の
皆
様
、
関
係
団
体
の
方
々
の
長
年
に
わ
た

る
ご
指
導
、
ご
支
援
の
賜
物
と

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、会
員
の
皆
様
、

地
域
の
方
々
と
共
に
更
生
保

護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
一
層

励
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

令
和
４
年
10
月
20
日
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）

に
お
い
て
、
更
生
保
護
事
業
の
推
進
に
特
に
功
労
の

あ
っ
た
方
々
の
御
功

績
を
た
た
え
る
式
典

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

更
生
保
護
女
性
連
盟

か
ら
は
、
94
名
の
会

員
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
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先
日
の
研
修
会
は
、
丁
寧
な

説
明
で
活
動
内
容
が
良
く
わ
か

り
ま
し
た
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
社
会
情
勢
の
中
で
、個
々

の
価
値
観
な
ど
が
違
い
、
人
と

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
難
し
く
感
じ
る
事
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
多
様
性
の
時
代
と

言
わ
れ
る
「
今
を
生
き
る
」
私
た
ち
は
、
色
々
な
角
度

で
視
野
を
広
く
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

も
感
じ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
違
い
を
考
え
な
が
ら
日
々

を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
入
会
し
て
私
が
実
践
し
て
い
る
こ
と
は
、
小
・

中
学
生
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
へ
の
挨
拶
で
す
。
我
が
家

の
家
の
畑
の
横
は
通
学
路
で
、
畑
作
業
時
に
行
き
か
う

学
生
に
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」「
お
か
え
り
」
と
明
る

く
声
を
か
け
て
い
ま
す
。
す
る
と
、
し
っ
か
り
挨
拶
が

返
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
各
学
校
の
ご
尽
力
や
、
家

庭
の
中
で
育
ま
れ
た
こ
と
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

明
る
い
社
会
の
一
歩
を
更
女
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
を

い
た
だ
き
活
動
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
研
修
「
社
会
状
況
の
変
化

に
対
応
し
た
更
女
活
動
の
あ
り
方
」
と
題
し
て
、
10
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
討
議
が
始
ま

り
ま
し
た
。
初
対
面
の
中
で
戸
惑
い

も
あ
り
ま
し
た
が
、
各
々
が
現
状
を

話
し
始
め
る
中
、
耳
を
傾
け
共
感
し

た
り
、
感
心
し
た
り
、
質
問
し
た
り

で
制
限
時
間
に
は
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
、
膝
を
寄
せ
合
う
盛
り

上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

更
女
活
動
は
、
長
い
年
月
を
経
て

声
か
け
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の

地
域
独
自
の
取
り
組
み
に
な
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。
あ
る
方
が
、「
会

合
に
は
出
席
し
な
あ
か
ん
ね
」
と
言

わ
れ
た
言
葉
が
心
に
残
り
、
も
う
少

し
積
極
的
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。

　

会
場
に
足
を
踏
み
入
れ
る
な
り
、
皆
様
の
熱
意
を
肌

で
感
じ
、
大
変
驚
き
ま
し
た
。
今
ま
で
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
に
は
、
た
び
た
び
参
加
は
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
傍
観
者

で
し
た
。
今
回
の
研
修
会
で
所
長
様
の
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
い
た
中
で
私
な
り

に
解
釈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
の
は
、
更
生
保
護
女
性

会
の
一
員
と
し
て
、
少
し
で

も
深
く
こ
の
運
動
に
か
か
わ

り
、
一
人
で
も
多
く
の
人
々

に
こ
の
運
動
を
知
っ
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
自
身
を
振
り
返
り
ま
す

と
何
一
つ
胸
を
張
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と

さ
え
感
じ
ま
し
た
。
小
さ
な
こ
と
で
も
勇
気
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
の
思
い

で
研
修
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
諸
先
輩
の

方
々
の
熱
意
に
感
謝
す
る
の
み
で
す
。

　
「
更
女
の
更
な
る
推
進
に
向

け
て
」
が
テ
ー
マ
の
研
修
会

に
全
国
か
ら
50
人
の
参
加
者

が
集
い
、
会
場
は
、
意
欲
と

期
待
の
熱
気
に
包
ま
れ
て
い

た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
「
三
者
連
携
の
更
な
る

推
進
に
向
け
て
」
で
あ
る
。

三
者
連
携
の
た
め
に
は
、
互

い
の
活
動
を
知
り
、
話
す
機

会
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
更
女
に
は
、
ま
ず
自

分
の
地
区
の
保
護
司
と
の
関
係
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
。

　

２
日
目
は
「『
持
続
可
能
な
更
女
活
動
に
向
け
て
』
Ｓ

Ｄ
Ｇ
Ｓ
を
活
用
し
、
更
女
活
動
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

を
」
の
講
義
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
。
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
は
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
で
本
音
も
交
え
楽

し
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
地
域
の
持
続
可
能

性
は
三
方
よ
し
か
ら
五
方
よ
し
へ
の
価
値
の
転
換
の
必

要
性
を
社
会
の
仕
組
み
と
意
識
の
根
本
的
な
変
革
で
Ｓ

Ｄ
Ｇ
Ｓ
の
達
成
が
可
能
で
あ
る
と
結
ば
れ
た
。
今
後
の

学
び
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
。

栗
東
地
区

甲
賀
地
区

湖
南
地
区

栗
東
地
区

国
松
友
子

山
本
妙
子

堅
田　

眞
弓

西
村
眞
喜
子

中
堅
会
員
研
修
会
に
参
加
し
て

新
会
員
研
修
に
参
加
し
て

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
参
加
し
て

中
央
研
修
報
告
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　今回の研究協議会は時間制限のある中、大津保護観察
所長多田美奈子様にご講演いただきました。『更生保護
女性会活動について』と題し、資料を基に丁寧で分かり
やすいお話でした。その中でも「更生保護女性会綱領」についてのお話が印象的で、これからも「綱領」
の心を大切にしていきたいと改めて思いました。更に日本更生保護女性連盟の『日更女だより』に掲載さ
れた歴代会長が掲げたテーマについても詳しくお話し下さいました。「NEXT５」「ほっとけない運動」「地
域を編む」「コロナ禍での地域活動」等、改めて当時を思いおこさせていただき、これから活動する上での
活力になります。
　貴重な学びを共有することで今後の活動に生かしていきたいと思っております。

大津地区会長　川村 外久子

　コロナ禍の中、様々な行事が中止や縮小される期間が
続き、9月に入っても予断を許されない状況でしたが、
感染予防対策を十分にとりながら第二ブロック研究協議
会を開催することが出来ました。
　開催地守山市の宮本市長から更生保護女性会の活動に対して労いのお言葉を頂きまし
た。また、大津保護観察所長多田美奈子様のご講演では「更生保護女性会について」パワーポイントで分
かりやすく丁寧にお話して下さいました。更生保護女性会の歴史に触れ、長年にわたり継続されている活
動の重みを改めて実感することができました。また、ウイズコロナのこの時期、何が出来るかを考える機
会にもなりました。甲賀地区の事例発表では、多田所長の講演をそのまま実践したかの如く時宜を得た内
容「ささえあい共に輝き、その先へ～今、出来る事から～」で地域の特徴を生かした熱心な取り組みが紹
介されました。
　今回のブロック研究協議会で有意義な時間を共有できました事に感謝申し上げます。

守山地区会長　今井 みつ子

開催日　令和４年９月１５日（木）
場　所　大津市生涯学習センター
講　師　大津保護観察所長　多田美奈子氏

開催日　令和４年９月２１日（水）
場　所　守山市民ホール
講　師　大津保護観察所長　多田美奈子氏

 第 1 ブロック

 第 2 ブロック

適切な更生保護女性会活動について』
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　3年ぶりの開催！！約 200 名の会員さんに参加していた
だき、久しぶりの有意義な研修の場となりました。
　始めは、“西の湖の風”の皆さんによるよし笛コンサート。わらべ歌や有名な歌の演奏に昔を思い起こし、
懐かしさがこみ上げ、ゆったりとした時間を過ごすことができました。
　その後、開会行事。そして、テレビや新聞でその活躍が報道されている『こどもソーシャルワークセン
ター』理事長　幸重忠孝様のご講演と続きました。
　生きづらさを抱えた若者の事例やヤングケアラーについて貴重な学びをさせていただきました。私たち
の更女活動のどう生かせるかはもちろんですが、ひとりの大人として、地域でのつながりを大切にしてい
く責任があると強く感じました。
　この研究協議会で学んだこと、感じたことを大切に、今後も活動を続けていきたいと思います。

近江八幡地区会長　中江 初子

　米原市前教育長の山本太一様に『子どもたちの健やか

な成長を願って』との演題で講演をして頂きました。家

庭を安らぎの場に、そして子どもの可能性を信じ支える

こと等々、親として大人としての姿を学ぶことができました。

　山本様は長きに渡る教員生活、教育長職を終えられた現在は、地域に於いて地域住民との関わりを大切

に、生き生きとボランティア活動に励まれています。「何でそんなに頑張れるの」と周りの人達から声を

かけられるそうです。ご自分が、今までの人生で人との出会いによって成長できた。その感謝を、これか

らはお返ししていく時なのだと頑張っておられる山本様の尊い心に触れることができました。

　私たちも周りから支えていただいてきた感謝を、更生保護女性会活動の中で、少しでも小さな事でも、

社会にお返しすることができるなら有り難いことだと、学びを通して思うことができました。

米原地区会長　北村 和子

開催日　令和４年９月 8日（木）
場　所　滋賀県立男女共同参画センター
講　師　こどもソーシャルワークセンター理事長
　　　　幸重忠孝氏

開催日　令和 4年 9月 1日（木）
場　所　近江学びあいステーション
講　師　米原市前教育長　山本太一氏

 第 3 ブロック

 第 4 ブロック

　　テーマ『新しい生活様式に対する
 ブロック別研究協議会
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　令和 4年 4月から 5月にかけて、各地区会員の皆様の協

力のもと、保幼小中高の学校・公共機関・福祉関係施設など

県下 2000ヶ所へ配布しました。全国の保護観察所と更生保

護女性連盟にも配布させていただきました。こうした活動に

より、更生保護女性会の活動を知っていただくとともに、更

生保護への理解にもつながりました。

　何だかホッとできたり、心温ま
る作品ばかりなので、子どもたち
にも見えるように校長室前の掲示
板に 1つ掲示して、毎日めくるの
を楽しみにしています。

　滋賀県更生保護女性連盟は、生きづらさを抱えた人に
心を寄せた川柳の入賞作品を集めた「におのうみ川柳 日
めくりカレンダー」を製作した。

　犯罪の背景にある社会の生きづらさに目を向け、再犯や再非行の防止に役立ててもら
おうと企画。昨年県民らを対象に川柳を募集し、集まった２０２０句のうち入賞作３１
句をカレンダーにした。
　「家の子も　隣の子らも　みな家族」「聴いて知る　笑顔の奥の　生きづらさ」など、
地域での声かけや立ち直り支援の大切さを示す句を掲載する。
　同連盟の大原和代会長は、「カレンダーを目にして、川柳の意味を
考えてもらえたら」と話している。

記 事 の 概 要
（令和

４年５
月24日

）

心温ま
もたち
の掲示
くるの

令

力の

県下

護女

よ

生保
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令和４年度　行事報告
年月日 行事名 会場名 年月日 行事名 会場名

令和４年4月5日 令和３年度会計監査 大津保護観察所 10月４日 第51回近畿更生保護女性会
員研究協議会 兵庫楠公会館

4月2５日 常務理事会 大津保護観察所 10月20日 「なくそう犯罪」滋賀安全な
まちづくり実践県民会議 ひこね市文化プラザ

5月1７日 理事会 大津びわ湖合同庁舎 10月19～20日 更生保護女性会員中央研修 アルカディア市ヶ谷

5月19日 第7２回“社会を明るくする
運動”滋賀県推進委員会 大津びわ湖合同庁舎 10月20日 更生保護事業関係者顕彰式典 びわ湖ホール小ホール

5月20日 県青少年育成県民会議総会・
交流研修会 県庁新館 11月12日 県青少年育成県民大会 彦根市みずほ文化センター

6月14日 リーダー研修会 大津びわ湖合同庁舎 11月20日 部落解放第 58回滋賀県女性
の集い 県立男女共同参画センター

6月20日 第5９回“日本更生保護女性の集い” 法曹会館 11月22日 新会員研修 大津びわ湖合同庁舎

7月 　　 第7２回“社会を明るくする
運動”強調月間 全県下 12月7日 常務理事会・理事会 大津びわ湖合同庁舎

7月 　　 一般公開ケース研修会・ミニ集会 各地区 12月14日 中堅会員研修会 草津市民交流プラザ

7月６日 非行防止環境浄化対策連絡会議 県庁新館 令和５年1月 前進座観劇 歌舞練場

8月23日 常務理事会・理事会 大津びわ湖合同庁舎 1月2３日 常務理事会 大津保護観察所

9月 1 日 第4ブロック研究協議会 近江学びあいステーション １月25～26日 組織強化研修 アルカディア市ヶ谷

9月 8 日 第3ブロック研究協議会 県立男女共同参画センター 2月1 日「なくそう犯罪」滋賀安全なまちづくり実践県民会議総会 県庁新館

9月 9 日 県交通安全推進大会 近江八幡文化会館 2月９日 滋賀県再犯防止推進会議 県庁東館

9月15日 第1ブロック研究協議会 大津市生涯学習センター 2月20日 常務理事会 大津保護観察所

9月21日 第2ブロック研究協議会 守山市民ホール 3月 1 日「鳰の湖」発行

9月28日 常務理事会・理事会 大津びわ湖合同庁舎 3月22日 理事会 大津びわ湖合同庁舎

令 和 4 年 度 滋 賀 県 更 生 保 護 女 性 連 盟 役 員 名 簿

役　職 地区名 氏 　 名 会員数
会 長 甲 賀 大 原 　 和 代
副 会 長 米 原 桂 　 惠 美 子 研 修 部 長
副 会 長 長 浜 横 田 　 重 子 渉 外 部 長
副 会 長 大 津 德 永 惠 美 子 総 務 部 長
常務理事 守 山 上 路 美 智 代 総務副部長
常務理事 東 近 江 村 田 せ つ 子 渉外副部長
常務理事 甲 賀 辻 　 　 好 子 研修副部長
理 事 大 津 川 村 外 久 子 渉 外 581
理 事 高 島 嶋 崎 ひ な 子 研 修 180
理 事 草 津 福 井 　 昌 子 渉 外 323
理 事 栗 東 林 　 ハ ク エ 総 務 122
理 事 守 山 今 井 み つ 子 渉 外 160
理 事 野 洲 吉 川 　 秀 子 総 務 132
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県連盟では事業を推進するため、総務・研修・渉外の 3部制をもうけています。

前
進
座
観
劇

役　職 地区名 氏 　 名 会員数
理 事 甲 賀 松 井 　 和 子 総 務 956
理 事 湖 南 西 村 眞 喜 子 渉 外 154
理 事 近江八幡 中 江 　 初 子 総 務 285
理 事 日 野 中 野 喜 美 子 研 修 80
理 事 東 近 江 平 尾 志 津 子 総 務 383
理 事 愛 荘 塚 本 　 綾 子 渉 外 35
理 事 彦 根 藤 域 志 津 子 研 修 152
理 事 犬 上 篠 田 あ や 子 研 修 61
理 事 長 浜 森 　 　 久 子 総 務 418
理 事 米 原 北 村 　 和 子 研 修 162
監 事 野 洲 齋 木 　 久 子
監 事 東 近 江 廣 田 　 綾 子

会 員 合 計 4,184

各種団体等の行事に随時出席


